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共通教育は大学の顔
―９月のＧＰフォーラムに参加して―
留学生センター　膽吹　覚
「大学における共通教育は、その大学の顔といってもいい
でしょう。」
これは先月のGPフォーラムで講演された、青山学院大学
教授、仙波憲一氏の言葉です。仙波氏はこの言葉に続けて
「青山学院大学を含めて、私立大学はそれぞれの建学の精神
や教育理念を重視し、共通教育にそれを最も色濃く反映させ
ています。」と述べられました。
この仙波氏の講演を聞いて、私は福井大学に着任してから
ずっと感じてきた、本学共通教育から受ける違和感が何で
あったのかが、ようやくわかりました。それは福井大学の
「顔」、すなわち、本学の教育理念が共通教育の開講科目から
見えてこないということです。
仙波氏の青山学院大学はキリスト教精神に基づく「青山ス
タンダード」（本学の共通教育に相当）を編成し、学生に自ら
が学ぶ大学のバックボーンを理解させることに努めておられ
るそうです。「青山スタンダード」は単なる共通教育ではな
く、学生に母校の建学の精神や教育理念という、いわば大学
の「顔」を明示し、教授する役割を担っているのです。
本学は宗教系の私立大学ではないので、特定の宗教を背景
とした教育をすることはできません。しかし、非宗教系の私
立大学であっても、例えば京都の立命館大学では「平和と民
主主義」を教育理念として掲げ、教養科目（本学の教養科目
に相当）で一貫して「平和」をキーワードとしたカリキュラ
ムを編成しています。立命館大学に入学した学生は、教養科
目で「平和」を考えることを通じて、これから４年間の学び
の場である大学が、「平和」というキーワードを重要視して
いることを知るはずです。そして、卒業した後も、教養科目
で学んだ「平和」が、学生時代の思い出の１つとして、立命
館大学を卒業した人たちの共通の話題となることでしょう。
福井大学のウェブページによりますと、本学の“理念”は
次のとおりです。
“福井大学は学術と文化の拠点として、高い倫理観のもと、
人々が健やかに暮らせるための科学と技術に関する世界的水
準の教育・研究を推進し、地域、国及び国際社会に貢献し得
る人材の育成と、独創的でかつ地域の特色に鑑みた教育科学
研究、先端科学技術研究及び医学研究を行い、専門医療を実
践することを目的とします。”
大学における共通教育が、その大学の「顔」であるなら
ば、上記の“理念”から、本学はその共通教育に如何なる
科目を立てることができるのでしょうか。具体的な例を
以って言い換えるならば、立命館大学がその教育理念を反
映させて、教養科目の基盤に「平和」というキーワードを据
えたように、本学は共通教育科目の基盤に何を置くことが
できるのでしょうか。
残念ながら、その答えは「何もありません」。本学の“理
念”はまるでお役所の文書を読んでいるかのようで、学
生・教職員へのメッセージ ―“大学が何を最も大切にして
いるのか”、“学生に何を教えたいのか”― が伝わって来ま
せん。なぜならば、この“理念”は学生や教職員に向けて
書かれたものではなく、広く外部一般に向けて書かれた文
章、或は読者をまったく想定せずに書いた文章だからです。
地方の国立大学の“理念”は、しかし、どれも本学の“理
念”と似たような文章であり、殊更に本学の“理念”が悪
文というわけではありません。
かくいう私は私立大学の出身です。私の母校でも建学の
精神に基づいた科目が、全学部共通の教養科目（必修）とし
て掲げられていました。ですから、私立大学の事情しか知
らない私は、国立（法人）である福井大学の共通教育科目に
違和感を覚え、戸惑っていたのです。今回のフォーラムで
仙波氏の講演を拝聴し、その違和感がどこから来るのかが
わかりました。その意味では、このフォーラムに参加して
よかったと思っています。
「共通教育は、大学の顔である」という仙波氏の言葉は、
私立大学に限定したものではなく、本学を含めた国公立大
学でも考えるべきことではないでしょうか。大学の個別化
が進む中で、本学の「顔」を共通教育科目に表すことが求め
られているのではないでしょうか。そのためにはまず現行
の“理念”の文章の見直しが必要でしょう。次に“理念”か
ら如何なる科目を立てるかという大問題があります。また、
全学的に導入するならば、教員の手配（非常勤講師予算を
含む）も考えなければなりません。また、医学部特有のカリ
キュラムとの関係もあるでしょう。そうした諸問題はあり
ますが、ひとつの問題提起として、ここに記します。
